
町の放射能対策
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広報等でお知らせしましたとおり、町は本年10月5日付け除染実施計画《第1版》を策定しました。
今後はこの計画に沿って除染を実施していきます。
今回は、現在までの放射線量の測定結果などから、一般的に線量が高いと思われる場所をお知らせし

ます。普段の生活にお役立てください。

○放射能、放射線って何が違うの？

○放射性物質があるところは、こんなところです。

　左の図は、「放射能」「放射線」「放射性
物質」という 3つの言葉について、ホタ
ルに例えて説明したものです。
　ホタルから出る光が「放射線」、ホタ
ルが光を出す能力を「放射能」、ホタル
そのものが「放射性物質」という例えに
なります。
　つまり、「放射能」とは「放射線」を
出す力です。そして、「放射能」を持っ
たものを「放射性物質」といいます。
　また、放射能の強さを表す単位として
「Bq（ベクレル）」、放射線によって人体
にどれだけ影響があるのかを表す単位と
して「Sv（シーベルト）」が使用されて
います。

　会津坂下町は、比較的放射線量が低い地域と
なっています。しかし、右の図のような場所で
は、局所的に放射線量が高くなっている部分
（ホットスポット）があるようです。
　このような場所には出来るだけ近づかない、
長時間滞在しないようにしましょう。

光

放
射
線

ホタル

放射性物質

ホタルが光を出す能力

光の強さを表わす単位
〔カンデラ（cd）〕

明るさを表わす単位〔ルクス（Ix）〕

放射線によってどれだけ影響あるのかを
表わす単位〔シーベルト（Sｖ）〕

※放射能を持つ物質（放射性物質）
　のことを指して用いられる場合も
　あります

放射線を出す能力（放射能）

放射能の強さを
表わす単位〔ベクレル（Bq）〕

出典：資源エネルギー庁「原子力2009」
出所：「原子力・エネルギー」図面集2010より作成

○除染の進捗状況は？
　仮置場の設計が完了し、設置工事の発注にむけて準備中です。
　また、教育施設については、発注が完了し、作業に入っている施設もあります。
　冬期間は積雪により、除染作業にも影響が出ることが予想されますが、できるだけ迅速に除染作業が
進むようにしていきますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

【問い合わせ先　放射能対策室　TEL 84-1527】



9

子
育
て
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高
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放課後児童クラブ指導員募集 幼稚園送迎バス添乗員募集
わんぱくクラブは、下校後保護者のいない家庭

の児童に適切な遊び及び生活の場を与えることを
目的として活動しています。平成25年 4月からは、
小学校統合によりクラブが 2カ所になることか
ら、児童健全育成に熱意のある方を募集します。
▼活動場所　坂下南小学校内及び坂下東小学校内
▼活動時間　
○平日　下校後～午後 7時　
○土曜・長期休業日（シフト制による）
　午前 7時～午後 7時
▼活動内容　活動カリキュラムの作成・各種活動

支援
▼応募資格（次のいずれかを備える方）
①保育士又は教諭の資格を有する者
②児童健全育成に熱意を有する者
▼提出書類　①履歴書　②資格・免許の写し
▼申込期限　 1月25日（金）平日のみ

午前 8時30分～午後 5時15分

　平成25年 4 月からの幼稚園送迎バス添乗員
を募集しています。希望する方は申込みくだ
さい。
▼職種及び募集予定人員
○幼稚園送迎バス添乗業務　15名程度
▼応募資格　概ね65歳までの男女
※その他、詳しくはＮＰＯ法人こころの森ま
でご連絡ください。

▼雇用条件
○雇用期間　原則として 1年間雇用
○勤務時間　午前 7時30分～ 2時間程度

午後 2時～ 1時間程度
▼提出書類　①履歴書　②資格・免許の写し
▼申込期限　 2月15日（金）平日のみ

午前 8時30分～午後 5時15分

▼申し込み・問い合わせ先　ＮＰＯ法人こころの森　TEL 83-0708

●ファミリー・サポート・センター●ファミリー・サポート・センター
●ホームスタート（家庭訪問型子育て支援）●ホームスタート（家庭訪問型子育て支援）

●介護サポート●介護サポート

ここころの森
地域

の中で助け合い
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会津戦争の歴史⑶
今回は年始ということもあり、いったん戦争の話から離れて中野竹子が生まれた江戸の会津藩邸について

お話します。
会津藩は、江戸に将軍家から拝領した上屋敷、中屋敷、下屋敷と藩が購入したお抱屋敷を所有していまし

た。
上屋敷は江戸城から最も近い屋敷を指し、現在の皇居前広場にありました。ここは、殿様の居住する施設

以外に、藩の政務をつかさどる役所の機能も備え、その面積は九千坪ほどありました。中野竹子の父平内は
江戸常勤の納戸掛を勤めており、竹子は1847年（弘化四年） 3 月ここで生まれたといわれています。なぜ、
殿様の居住する上屋敷で竹子が生まれたのでしょうか。それは、赤穂浪士の討ち入りでもわかるように、上
屋敷を取り巻く長屋門や塀などに家臣の居住する長屋が設けられていたからです。
中屋敷は、現在の港区汐留にあるホテルヴィラフォンテーヌ汐留の場所です。中屋敷は上屋敷が火事など

のときの控え屋敷で、嫡子や隠居の住んだ屋敷です。ここは海の見
える景勝地であったため、1639年（寛永十六年）に保科正之が望ん
で拝領しました。ここの面積は約三万坪で、藩主に従い国元から参
勤交代で江戸にのぼった家臣も居住しましたが、戊辰戦争で敗れた
後、新政府に接収されて汽笛一声で有名な新橋停車場となりました。
下屋敷は、現在の港区三田二丁目の慶応義塾中等部・女子高の場

所です。ここは別荘のようなもので、罹災時の避難場所という側面
を持ち、その面積は約三十三万坪もありました。初代の保科正之は、
1658年（万延元年）将軍から直々に拝領を許され、隠居した晩年は
この場所ですごしました。

【問い合わせ先　文化振興班　TEL 83-2234】

江戸地図

《「中野竹子女史に関する研修会」 を開催しました！》

大河ドラマ「八重の桜」の放送が始まりました。町では劇中に登場する「中野竹子女史」
を中心として観光誘客に取り組んでいます。

さる12月21日には、中野竹子の墓がある法界寺を会場
に、同住職の井上文雄氏を講師として「中野竹子女史に
関する研修会」を開催いたしました。
研修会には、観光ボランティアガイドや商工会女性部の皆さん、ま
た町内外の観光関係者が参加し、中野竹子女史の生き方やその時代背
景等について理解を深めることがで
きました。

また、12月16日に開催された東北ツーリズム大学会津坂下キャンパ
スの街中歩きツアーでも、県内外からの参加者が法界寺を訪れ「中野
竹子の墓」を参拝するなど、個人で来訪するお客様も増えています。
今後も、来訪されるお客様に「おもてなしの心」を持って、町全体で
お迎えしたいと考えております。町民の皆さまにもご理解をいただ
き、ぜひＰＲをお願いいたします。

【問い合わせ先　商工観光班　TEL 83-5711】
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時
期
が
あ
る
。
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さ
れ
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設
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い
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修
業
期
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時
間
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八
ヶ
月
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と
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、
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中
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と
な
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子
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年
教
育
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。
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瀬
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出
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介
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潤
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翌
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て
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す
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熱
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。
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す
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五

倍
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。

そ
の
後
、
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時
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る
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れ
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。
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仕
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れ
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。
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。
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。
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。
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昭和 8年広瀬尋常高等小学校児童

『広瀬月報第四号』
（二瓶芳夫家文書）報徳訓掛軸

昭和30年頃の広瀬中学校

現広瀬小学校
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ばんげの味が育てる
おいしい楽しい健やかライフ

その37

～坂下幼稚園の餅つき会～
坂下幼稚園では、11月27日（火）に、食育サポーターさんと保護者会役員の皆様にご協

力いただき、昔ながらの臼と杵を使った餅つきを体験しました。初めて見る昔ながらの宝
物に目をキラキラさせる子ども達。

はじめに、食育サポーターさんから餅つきの由来についてお話を聞きま
した。『お餅は、家族みんなが幸せで、願いがかなえられるようにと、お
めでたい時に食べられました。お餅を食べることによって、神様の力を体
に迎え、元気な体つくりを願いました。そして、子孫繁栄を願い素直な子
ども達が沢山産まれるように願ってお餅をついていました。』子ども達は真剣に聞いていまし

た。また、『“汁餅” には、大根・人参・ごぼう・鶏肉・油揚げなど具沢山なので沢山食べてくださいね』との
言葉掛けには「はーい」と大きな返事で答えていました。

☆★☆★11月19日（食イクの日）おすすめレシピ☆★☆★

＜材料（4人分）＞
りんご・・・・・・1個
レーズン・・・・・30g
さとう・・・・・・大さじ1
春巻きの皮・・・・4枚
Ａ　小麦粉・・・・大さじ1
水・・・・・・・・大さじ1
ぬる用バター・・・大さじ1
（ミントの葉・・・・少々）

＜作り方＞
①りんごは８等分に切り、さらに薄切りにする（イチョウ切りのように）。
りんごと一緒にレーズン・さとうを混ぜて弱火でしんなりするまで煮る。
②春巻きの皮に、混ぜておいたAを全体にぬり、①の具をのせ、くるくる
巻いてとじる。
③とかしたバターを表面にぬって、オーブンできつね色になるまで焼く。
２つに切って、お好みでミントの葉をそえて出来上がり♪
※ポイント　巻き終わったら両端をしっかりくっつけてね

きな粉餅も人気ありましたが、野菜と愛情たっぷりの汁餅は、お鍋を傾けて最後の 1滴も残さずにおかわり
しました。つきたてのお餅は柔らかくて甘くてとても美味しく、子ども達は「美味しかった」と大満足の笑顔
でした。お家に帰って興奮してお話を聞かせてくれたと嬉しいお知らせも届きました。食育サポーターさん・
保護者会の皆様ありがとうございました。



図書室だより

中央公民館図書室　TEL 83-3010（定休日 : 第２火曜日）

一般
向け

十二単衣を着た悪魔
：源氏物語異聞

児童
向け

羽生善治のやさしいこども将棋入門
：勝つコツがわかる5つのテクニック

内館牧子／著

幻冬舎

羽生善治／監修
小田切秀人／執筆
　

池田書店

現代から「源氏物語」の世界にトリップして
しまったフリーターの二流男が、光源氏を目の
敵にする皇妃・弘徽殿女御と組み暗躍をはじめ
るが…。著者の偏愛の全てを込め、女性の本質
を描き切ったもうひとつの『源氏物語』。

将棋のルーツから遊び方までわかりやすく説
明しています。お子さんにはもちろん、お父さ
んお母さんにもおすすめで、ご家族みんなで将
棋を楽しめます。（他にも、序盤の指し方入門、
終盤の勝ち方入門、の図書もあります）

～１月22日の10か月児健診時は～１月22日の10か月児健診時は
「ブックスタート」実施日です～「ブックスタート」実施日です～

会津坂下町では、10か月児健診を受診する赤ちゃんを対象に、
ブックスタート事業として、絵本のプレゼントをしています。

新しい年が始りました。
『正』の字には、改めなおす、きちんとするという意味があります。
そして「正月」は “魂が若返り、新しくなる月” です。みなさんもぜひ、心新たに一年の目標を決

めてみてはいかかですか？

新装版『名探偵ホームズシリーズ』（講談社青い鳥文庫）
アーサー・コナン・ドイル／作　　講談社

新装版全16巻を、県立図書館から寄贈して頂きました。
ホームズが相棒のワトソン医師と数々の難事件を解決し
ていく、傑作シリーズです。
こちらの本もおすすめです。（児童向け）
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